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2024年 5月に現れた太陽活動領域 13663群および 13664群では、5月 8日から 15日までの 8日間に 13回もの Xク
ラスフレアが発生した。特に、5月 8日から 11日にかけては、GOES衛星による観測史上初めて、72時間以内に 7回の
X クラスフレアが発生した。一連の X クラスフレアにより、短波伝搬通信や衛星測位システムへの影響があったこと、
また、一部の航空事業者では航路変更などの対応がとられたことが報告されている。本研究では、活動領域 13663群お
よび 13664群における連続した Xクラスフレアの発生過程を明らかにすることを目的に、NICTで現在実装を進めてい
る、物理モデルに基づくフレア予測スキームである「κスキーム」（Kusano et al. 2020）による解析と SDO衛星による
フレア観測データの解析を行なった。κスキームでは、非線形フォースフリー磁場（NLFFF）モデリングにより活動領
域の 3次元構造の進化を考察した。また、SDO衛星によるフレア観測データの詳細解析（e.g., Bamba et al. 2013, 2020）
から、Xクラスフレアのトリガとなった構造を特定した。両者の結果と比較することで、連続した Xクラスフレアの発
生過程、およびそれらがどのように予測できるのかを考察する。


